－平成23年度子ども虐待関連資料－　　

作成：2012年12月
　平成23年度中に児童相談所が対応した養護相談のうち「児童虐待相談の対応件数」は59,919件（確定値）で、前年度（確定値56,384／平成22年度は東日本大震災の影響により福島県を除いて集計した数詞）に比べ3,535件増加している。児童虐待防止法施行前の平成11年度に比べ、平成23年度は5.1倍に増加。
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平成23年度中に児童相談所が対応した相談件数は、385,294件。相談の種類別にみると、「障がい相談」が185,853件（構成割合　48.2％）と最も多く、次いで「養護相談」が107,511件（同27.9％）、「育成相談」が51,751件（同13.4％）となっている。また、「養護相談」の割合は年々増加している。
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子ども虐待による死亡事例等の検証結果（第8次）
厚生労働省が関係都道府県（指定都市及び児童相談所設置市を含む）に対する調査により把握した、平成22年4月1日から平成23年3月31日までの12ヶ月間に発生又は明らかになった児童虐待による死亡事例　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	7次報告
	8次報告

	
	虐待死
	心中

(未遂を含む)
	計
	虐待死
	心中

（未遂を含む）
	計

	例数
	47
	30
	77
	45
	37
	82

	人数
	49
	39
	88
	51
	47
	98


※児童虐待による死亡事例については、
 児童虐待による死亡事例については、第７次報告で「虐待死」とした事例を「心中以外の虐待死」に、「心中」とした事例を「心中による虐待死」に、本報告ではそれぞれ呼称を改めた。
市町村児童家庭相談件数および経路別件数の推移
　全国の市町村における児童虐待相談対応件数は、年々増加傾向にある。

　　※平成22年度は東日本大震災の影響により、岩手県及び宮城県（仙台市以外）の一部、福島県を除いて集計した数値。




　

平成22年度において、市町村に寄せられた虐待相談の相談経路は、児童相談所、学校、近隣知人からが多い。　※平成22年度は東日本大震災の影響により、岩手県及び宮城県（仙台市以外）の一部、福島
　　　県を除いて集計した数値。
児童相談所における相談の種類別対応件数





平成23年度中に児童相談所が対応した養護相談のうち、「児童虐待相談の対応件数」は、59,919件となっている。相談の種別にみると「身体的虐待」が21,942件と最も多く、次いで「保護の怠慢・拒否（ネグレクト）」が18,847件となっている。



































主な虐待者を構成割合でみると「実母」が59.2％と最も多く、次いで「実父」27.2％となっている。























被虐待者の年齢別にみると、「小学生」が21,694件（構成割合36.2％）、「3歳～学齢前」が14,377件（同24.0％）、「0歳～3歳」が11,523件（同19.2％）となっている。





児童虐待の相談種別対応件数





児童虐待相談の主な虐待者別構成割合





被虐待者の年齢別対応件数の年次推移





市町村児童虐待相談対応件数





経路別件数の推移
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